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須賀川市立第二中学校だより 

岩瀬ヶ丘 
 

今、食育という言葉が使われ食事の大切さが叫ばれています。特に学校と家庭が連携した食

育指導を推進することは、子どもたちにとって、健康な体づくりばかりでなく、学力向上や豊

かな心を育むうえで欠かせないことが証明されています。 

 さて、家庭が行える食育の一つに「手作り弁当」があります。本校では、今年度弁当の日が

年間３５回あります。子どもたちは、弁当の日を楽しみにしています。「手作り弁当」には、お

父さんやお母さんの愛情のメッセージが込められているからです。 

弁当を開ける子どもたちの頭の中には、お父さんやお母さんの何かを焼いている匂い、まな

板の音、立ち働いている姿、親子の会話、笑顔・・そういった全てのものが思い描かれるので

はないでしょうか。栄養バランス、カロリー、安全性はコンビニ弁当の方がよいのでは、と思

うときもあるかもしれませんが、「手作り弁当」は愛情を伝え、子どもの心を育てる大切なツー

ル（道具）となるのです。 

 そこで、最近話題となっている「反抗期ムスメに向けたキャラ弁ママの逆襲 今日も嫌がら

せ弁当」（著者ｔｔｋｋ（Kaori）三才ブックス）を紹介します。この本の著者は、八丈島に住

む Kaori さんです。高校生の次女のために作ったユニークな弁当をアップしてきた人気ブログ

は、主婦たちを中心に大きな話題となり、とうとう一冊の本となったのです。 

Kaori さんは「反抗期の次女が態度を改めるまで」と弁当作りを始め、３年間作り続けまし

た。「お弁当は、学校が休みの日を除いて必ず作りました。私は１２年前に離婚して、今はシン

グルマザー。離婚後は、島で２人の娘と一緒に暮らしていました。その後上の娘は自立して家

を出ましたが、私は生活費を稼がないといけないので、昼はお菓子工場で働き、帰宅後は内職

をしています。寝るのが深夜になってしまうこともありますが、次の日は必ず朝５時半に起き

てお弁当を作るんです」と述べています。     ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Kaori さんのブログでは次女は弁当に関して無関心な対応を続けたように見えますが、本の

巻末では「ママの料理は美味しいし、私はママが大好きです。（中略）心の底から尊敬していま

す。ママのようになりたいと思っています。」と、娘さんからKaoriさんへの感謝のメッセージ

が綴られています。 

私は、中学時代当たり前のように母から弁当を作ってもらっていました。今、こうして元気

で丈夫な体になっているのは、毎朝忙しい中作ってくれた今は亡き母の弁当のおかげと感謝し

ています。是非、「手作り弁当」で、「あなたには時間、労力、手間を掛ける価値があるんだよ」

というメッセージを届けてほしいと思います。 
 

 



     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
19 日（木）新入生保護者説明会が行われました。
２１９名の入学予定で、新１年生は普通学級８クラ

スの編成になります。 

 

 
毎朝１０分間 卒業式の式歌の練習を全校一斉に

行っています。感動の卒業式を目指して！ 
卒業式は、３月１３日 １０：００～本校体育館。 

    
ＰＴＡ専門部会が２月１９日（木）１９時から行われました。１年間の活動の反省と次年度への要

望等が話し合われました。各専門部で話し合われた主な内容を報告します。 

【総務部】 

○会報 ・部員（親）の皆さんが中心となって仕事を進めていただいたためスムーズに発行できた。 
    ・写真が多く保存してあり会報に載せるのに助かった。 
 ○講演会 
  ・教育講演会の講師も素晴らしく、よい講演会になった。多くの保護者に聞いてほしい。 
  ・打合せ等の連絡が子どもの方から親へ届かず参加できなかった。メールではだめか。 
  ・松明あかしと教育講演会を両方の行事を持つのは厳しいのではないか。  
【厚生部】○模擬店 

 ・厚生部長を中心に手際よく分担し作業をスムーズにできた。収益も多く成果として残った。 

・収入は３３万円になりユニホーム等の購入費となった。・メニューは学年にこだわらなくてもよい。 
・発注を栄養教諭が行ったことでスムーズに行えた。（窓口の一本化ができた） 
・準備と仕込みを同時に行った方がよい。 ・多目的室の利用ができたのでよかった。 
 ・２６年度の予算で備品等を購入し、来年度の仕込みや準備をよりスムーズに行えるようにする。 
 ・厚生部の部長には、１年生で経験した方に２年生でやっていただきたい。（３年間やるようになる。）  
【環境施設部】○奉仕作業 

・草刈り機の使用時間について検討が必要（安全面を考慮して）。講習も必要である。 
 例：前の週に草刈のみ実施し、奉仕作業日に草片づけをしてはどうか。 
   草刈りを奉仕作業３０分前に実施する。草刈後奉仕作業を始める（開始時刻を繰上げる）。 
・次年度は、１回目を奇数クラス、２回目を偶数クラス（例年通りで）。 
・南斜面の草刈後の片付けについて検討が必要である。 ・一輪車タイヤの修繕が必要である。 
・活動時間を３０分延長したい。要検討（草刈りの時間を早めることも）。  
【補導部】 

 ○町別懇談会 
  ・今年度、意義深いものになった。区長や主任児童委員の参加に感謝したい。次年度も実施。 
  ・より参加者を増やすために、町別懇談会の趣旨やメリットを保護者に伝えていく。 
 ・当日の準備の時間が足りなかった。部員はもう少し早めの集合にしたい。１８：００に。 
 ○補導について 
  ・自動車での補導よりも、徒歩での補導の方が重要である。自動車でのコースは補導が無かった。 
  ・対象となる生徒が居らずスムーズな巡回であった。何事もなくてよかった。 
  ・二中の生徒が市内には多く見られる。教師、保護者、地域の住民の目があることを意識させられ

るように声掛けは大切であるのでお願いしたい。  
【特別支援部】 

 ○校外学習 ・生徒保護者の参加があり、協力のお願いをする必要がなかった。 

 ○交歓会  ・大会役員として９名の協力があり、スムーズに運営できた。 

 ○会員募集 ・会員数３６２名で入会金が７１，８６８円。集計事務を７名の役員の協力を得て適切

にできた。 

 ○作品展  ・２日間で多くの来場者に作品を鑑賞してもらうことができた。 
 


